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昨年度も、新型コロナウィルス感染拡大の影響で、残念ながら、皆様がとて

も楽しみにされていたたくさんの地域行事が中止となり、思う存分活動したり、

楽しんだりすることのできなかった１年になってしまいました。

今年は、ウィズコロナの取り組みをさらに進め、平時の日本を取り戻していくために、３月

13日からは、マスクの着用が個人の判断に任されることになり、また、５月８日からは、感染

症法上、新型コロナウィルスの位置づけが「２類相当」から、インフルエンザと同等の「５類

感染症」に引き下げられることになりました。様々な行事の実施については、今後の役員会で

決定することになりますが、これまで同様の内容、方法で実施できないまでも、中止してきた

行事が実施できるのではないかと期待が持てるところです。

公民館としても、主催事業をはじめ、多くの共催事業が充実した内容、方法で実施できるよ

う準備を進めていきたいと思います。これからも、地域の皆様に親しまれ、地域の発展に寄与

できる公民館となるよう、職員一同、頑張って参りますので、どうぞよろしくお願い致します。

公民館だよりは、一
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◇橘お祭り広場 9/24（日）

◇橘地区市民大運動会 10/15（日）

◇少年の主張コンクール 11/11（土）
現在のところ、例年同様の行事を計画しております

◇橘地区市民芸能祭 11/11（土）
（右記参照）が、今後の新型コロナウィルス感染拡大

◇橘地区市民文化祭 11/11（土）
状況等により、中止、または規模･内容･方法等を変え

〃 11/12（日）
て実施することも考えられます。今後の役員会等で決

◇橘地区合同新年会 １/13（土）
定していくことになりますのでご了承下さい。変更等

◇もちつき大会 2/ ３（土）
があった場合、たより等でお知らせ致します。
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今年度も、皆様の期待に応えるべく、様々な

講座を準備致しました。コロナ禍だからこそ、

新しいことを学んだり、新たなことに挑戦した

りして、人生を豊かなものにしてみませんか？

橘ときめき大学（６月～12月 全６回）
橘おとこ塾（６月～12月 全８回）

郡山の歴史や心理学、古典、健康食品、さら

には防災対策などについて、大学教授等専門家
『集う･作る･味わう･楽しむ』をモットーに、

の方々から学びます。
脳トレや果実酒作りなどを行います。

橘いきいき講座（６月～12月 全７回）
橘わくわくスクール

（８月～２月 全５回）

知識や技能の習得をはじめ、趣味の拡大や健 小学生を対象に、外国の言葉や自動販売機の
康増進、地域学びと仲間づくりを行います。 しくみなどについて学んだり、科学の不思議･

おもしろさを体験したりします。
市民学校（１月～２月 全４回)

来月、「市民学校」と「橘わくわくスク

ール」以外の３講座の募集チラシを回覧致スマホ、タブレットを操作しながら安全で快
します。募集数に限りがありますので、お適なネット利用の方法等を学びます。
早めにお申し込み下さい。

○数字は原則活動する週です

午前（9:00～13:00） 午後（13:00～17:00） 夜間（17:00～21:00）

月 レッツ３B体操クラブ ①②③ 自彊術愛好会 ①②③

スポーツ民踊橘支部 ①②③

橘ピンポン愛好会 ①②④ 橘健康麻雀倶楽部 ①②③④ うつくしま連 ①②③④

火 橘うたの会 ②④ 花 栄 会 ①②③

橘フラクラブ ②③④

水
あさか吟好会 ②④ 東水流橘詩吟クラブ ①④

橘囲碁愛好会 ①②③④

木
橘社交ダンスクラブ ①②③ 地域団体会議日

詩吟橘クラブ ①②③

金
橘ちぎり絵クラブ ① 祥 扇 会 ①②③

たちばな卓球クラブ ①②④ あさか野吹矢クラブ ①③④

絵と書の会クラブ ①③

土 たちばな花の会 ①②③

橘フォトクラブ ④

日 桑野小天狗会①（午前･午後） 桑野小天狗会①（午前･午後）

自彊術愛好会 ①②④

ク ラ ブ 活 動 の 紹 介

自分磨きと地域の仲間づくりを行い、健康で
楽しい生活が送れるようにしていきましょう

学ぶ楽しさを味わい、学んだことを自分
の生き方や地域に生かしていきましょう

ＩＣＴを暮らしの中に取り入れ、より
豊かな生活を送っていきましょう

学校や家庭とは違った体験や活動を
して創造性や協調性を養おう

様々なことにチャレンジし、いつも
生き生きとした生活を送りましょう


